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日頃は、景観まちづくり行政にご理解・ご協力頂きありがとうございます。 

本市には、本市固有の自然、歴史・文化、生活・産業が感じられる良好な景観があ

ります。しかし、近年、周辺の景観と調和しない建物への建替え、放置された空き家

や空き地の増加等により、良好な景観が失われつつあります。このことから、良好な

景観を保全及び再生するため、景観のルールづくりが必要となっています。 

このため、本市は、令和５年度より良好な景観の形成に関する計画である「景観計

画」の策定に着手しました。現在は、天王通りや本町筋で市民ワークショップを実施

し、ルールづくりを進めております。神守地域においても、津島と熱田神宮や東海道熱

田宿を結ぶ佐屋街道の神守宿があり、歴史的な景観を保全することを検討しておりま

す。ただし、この保全・再生のためのルールづくりには土地や建物の所有者のご意見・ご

協力がとても重要となります。 

つきましては、皆様の景観のルールづくりに関するご意見を把握するため、本アン

ケートにご協力頂きますよう、よろしくお願いします。また、今回のアンケート結果

を踏まえ、景観のルールづくりの必要性を検討します。 

佐 屋 街 道 神 守 宿 の 景 観 に 関 す る ア ン ケ ー ト 

＜回答にあたってのお願い＞ 

■本アンケートは、佐屋街道神守宿沿道地域内の土地・建物の所有者へ送付しております。 

■回答は、別紙の回答用紙に記入し、令和７年〇月〇日までに同封の返信用封筒（切手不要）に

入れて郵便ポストに投函していただくか、市役所４階のまちづくり事業課へご持参ください。 

■地域別の回答傾向を把握するため、回答者の地域を把握できるように送付しております。 

問合せ先 津島市 まちづくり推進部 まちづくり事業課 加藤・菱田 
電話 0567-55-9357（直通） メール：machizukuri@city.tsushima.lg.jp 

＜本調査における景観及び景観のルールとは＞ 

■景観とは、道路や公園などの公共空間から観ることがで

きる風景や景色のことをいいます。（例：風情ある町並

み、河川や樹木の自然風景、統一された建物風景 など） 

■景観のルールは、道路などから観える建物等の外観の

ルールであり、内装の改修工事や古い建物・歴史的建造物

のような文化財の保存・継承のルールは対象外となります。

また、今の建物等にすぐに適用されるものではなく、

家を新築する場合や改修する場合に適用されるもの

となります。 

 
        

 

外観部分が対象〇 

内装部分の私的空間は対象外× 

（案） 
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＜佐屋街道と神守宿＞          引用：津島市歴史的風致維持向上計画（令和２年３月） 

「佐屋街道（津島下街道）」とは、津島と熱

田神宮や東海道熱田宿（名古屋市熱田区）

を結ぶ道をいい、街道として本格的に整備

されたのは、慶長 20 年（1615）に徳川家

康が大坂夏の陣に上洛したときである。佐

屋街道は東海道の脇街道であった。 

東海道を江戸から京都に上る場合、熱田

から桑名までは「七里の渡し」（七里＝約

27km）であった。「七里の渡し」が海上ル

ートであることから、荒天時や船酔いを避けるため、距離が長く、時間もかかるものの安

全性の面から多くの人が佐屋街道（津島下街道）で、熱田から佐屋（愛西市）まで行き、佐

屋から桑名までは木曽川を使った「三里の渡し」（三里＝約 12km）を利用した。 

「神守宿」は、正保４年（1647）に佐屋街道の万場（名古屋市中川区）と佐屋間の距離が

遠すぎるため、中間地の神守に宿場として新設されました。神守宿の本陣は１軒で脇本陣

はなく、旅籠は小 12 軒、問屋場が２ヶ所あった。宝歴５年（1755）には山車祭が行われ

ており、現在でも神守町字下町・中町・上町では津島の山車とは異なる形式の山車による

「神守祭」が行われている。

沿道の土地・建物が検討対象 
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：対象区間 
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